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部活動の地域展開部活動の地域展開
～休日の部活動が変わります！～～休日の部活動が変わります！～

　スポーツ庁を中心に、学校部活動の在り方が
検討されるようになり、「休日の部活動」を「地
域や民間」に移行する取り組みが進められてい
ます。国や県では、令和５年度～７年度の３年

間を「部活動地域展開改革推進期間」と位置づ
け取り組みを進めています。
　町では、令和８年度の地域展開を目指し実証
事業に取り組んでいるところです。

なぜ、休日の部活動を地域クラブ化していくの？なぜ、休日の部活動を地域クラブ化していくの？
【ニーズの多様化】
「もっとやりたい」「強くなりたい」「や
りたい部活動がない」「楽しみたい」
など生徒が望む活動や専門性の高い指
導が求められるようになっている。

【教師の負担】
・学校規模の縮小に伴う教職員数の減少
⇒一人顧問の部活動が増加
・部活動による時間外勤務の増加
・未経験分野の部活動指導

【休日】⇒ 地域クラブ活動
指導者：地域や団体所属の指導者
活動場所：学校や公共施設など
参加費用：令和７年度は、町が負担
※スポーツ安全保険加入料、公共施設
　使用料などが必要な場合がある。

新しい中学生のスポーツ・
文化芸術活動の仕組みの構築

休日の休日の
学校部活動学校部活動

地域クラブ地域クラブ
中学生のスポーツ・文化
芸術活動を社会全体で支
える仕組みに変えていき
ます。

【平日】 ⇒ 学校部活動
指導者：教師（顧問）
活動場所：学校の施設
参加費用：無料
※登録料や大会参加費などは個人負担
　の部分がある
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これまでの取り組みと今後の予定これまでの取り組みと今後の予定

【令和７年度の取り組み】
・休日の地域クラブ活動は、練習（専門的な指導者の技術指導）が中心となります。
・地域クラブへの加入は、原則として平日の部活動と同じものとします。活動への参加は   
  各ご家庭の判断となります（参加希望者は、参加申込書および保険加入が必須）。
・大会やコンクールなどは、学校部活動として参加します（学校で登録や申し込みを行い、
  引率も顧問の先生が行います）。

【今後の課題】
・指導者や受け入れ団体の確保（指導者講習などの研修を受けた指導者、団体）。
・休日クラブ活動への参加の在り方。
・生徒の保険加入料のほか、指導に対する謝礼や施設使用料などの家庭負担。
・休日の練習試合や大会参加の在り方。
・地域クラブの統括、管理。
・学校部活動との調整、連携。

問合せ　教育課学務指導班　☎ 33-7716

令和８年度
・休日のクラブ化
  部活動の休日活
  動を地域クラブ
  として実施

令和６年度
・実証事業の開始
  卓球部、男子バ
  レーボール部で
  実施

令和７年度
・実証事業の拡大
  指導者、受け入
  れ団体が確保で
  きた部で実施
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▲厚生労働省
　パンフレット

指定暑熱避難施設指定暑熱避難施設
（クーリングシェルター）を開設（クーリングシェルター）を開設

　「熱中症特別警戒アラート」発表期間中に、下記の「指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）」
を開放します。

施設名
（所在地） 開放日・時間 場　所

（受け入れ可能人数） 電話番号

栄町役場
（栄町安食台１丁目２番）

月～金、第２・４土曜日
8：30 ～ 17：15

玄関ホール
（10 人程度）

月～金
（33-7773）
第２・４土曜日

（95-1111）

ふれあいプラザさかえ
（栄町安食938番地１）

火～日
9：00 ～ 21：00
※祝日の翌日を除く

ふれあいセンターロビー
（30 人程度） 95-1112

ドラムの里
（栄町龍角寺 1039 番地１）

火～日
9：00 ～ 17：00

コスプレの館
（10 人程度） 85-8155
休憩所（食の文化館）（10
人程度）

施設名
（所在地） 開放日・時間 場　所

（受け入れ可能人数） 電話番号

株式会社ナリタヤ安食店
（栄町安食2170番地1）

月～日　
9：00 ～ 21：00

イートインコーナー
（10 人） 95-9111

安食郵便局
（栄町安食台２丁目１番１）

月～金
  9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 17：00
※祝日を除く

待合室（５人） 95-0001

栄安食郵便局
（栄町安食3704番地1）

月～金
  9：00 ～ 11：30
12：30 ～ 17：00
※祝日を除く

待合室（５人） 95-5611

安食駅前郵便局
（栄町安食２丁目３番８）

月～金
  9：00 ～ 12：30
13：30 ～ 17：00
※祝日を除く

待合室（５人） 85-1500

西印旛農業協同組合
東部支店

（栄町和田116番地1）

月～金
9：00 ～ 15：00
※祝日を除く

相談室（６人） 95-1101

公共施設

民間施設

　クーリングシェルターは、熱中症による人の健康に係る被害の発生を防止するため、「熱中症
特別警戒アラート」が発表された際に、冷房設備を有する下記施設を指定するものです。暑さを
しのげる場所としてご利用ください。
※熱中症特別警戒アラート（運用期間：４月 23 日㈬～ 10 月 22 日㈬）は、気温が特に著しく高
くなることにより、重大な健康被害が生ずるおそれのある場合に環境大臣が発表するものです。
千葉県内全ての暑さ指数 (WBGT) 情報提供地点において、翌日の最高暑さ指数が 35 以上と予
測される場合に発表されます。

指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）とは
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問合せ　健康介護課健康推進班 ☎ 33-7708

　 熱中症を予防しましょう
「トマトときゅうりのマリネ」

●材料　２人分　トマト１／２個　きゅうり１／２本
　玉ねぎ１／８個　★オリーブオイル小さじ１　
　酢大さじ１　レモン汁小さじ１　砂糖小さじ１　
　塩少々　こしょう少々
●作り方
①トマトときゅうりはへたを取り、食べやすい大きさに切る。
　玉ねぎはみじん切りにし、水にさらして水気を切る。
②ボウルに★を入れて混ぜ、玉ねぎを加えて混ぜる。
③トマト、きゅうりを加えてざっくり混ぜる。

１人分エネルギー：49kcal　食塩：0.5g
●クエン酸は疲れの原因となる乳酸の発生を抑えるため、疲労回復を助け
　る働きがあり、柑橘類や酢、梅干しなどに多く含まれています。クエン
　酸を多く含む柑橘類、酢などを日々の食事に取り入れ、暑さで疲れやす
　い夏を乗り切りましょう。

熱中症を防ぐために熱中症を防ぐために
心がけたいこと心がけたいこと

　令和６年５月から９月の全国の熱中症による救急搬送人数は 97,578 人で、調査開始以降、
最も多い搬送人数となりました。今年も猛暑となる見込みがあり、熱中症の予防が重要です。

①屋内では上手にエアコンを利用する。
・熱中症の発生場所は「自宅」が最も多い。

総務省：（発生場所別の熱中症による救急搬送人員）

・暑さを感じなくてもエアコンを
利用する。
・部屋の温度は 28℃を超えない
ようにする。
⇒ 28℃を上回ると熱中症が発症
しやすくなります。
・部屋の湿度は 60％以下が目安。

自宅 道路 公衆（屋外）公衆（屋内） その他

37,116 人 18,576 人 12,727 人 7,644 人 21,515 人

38.0％ 19.0％ 13.0％ 7.8％ 22.2％

熱中症を防ぐためにできること熱中症を防ぐためにできること

熱中症が増えています！

②こまめな水分補給
・のどが渇く前からこまめに水分補給をする。
・１日あたり 1.2 リットルを目安にする。
※飲み物は冷たい方が、体内で吸収されやすく、  
　体を冷やす効果が期待できます。

③日ごろから体調管理
・バランスの良い食事と十分な睡眠で体調を整える。
・夏バテ防止にビタミンＢ１を含んだ食材（豚肉、 
  大豆製品、うなぎなど）を食べる。
・暑さが本格化する前から、ウォーキングなどで汗 
  をかく習慣を身に着け、暑さに強いからだを作る。

④熱中症の危険性が高い日は、日中の外出をできるだけ避け、涼しい室内で過ごす。
　運動は原則禁止。
・熱中症による死亡者の数は真夏日（30℃）から増加。35℃を超える日は特に注意！
・熱中症警戒アラート、熱中症特別警戒アラートが発表された日も要注意。
※熱中症（特別）警戒アラートが発表された場合は、町の公式 LINE、情報メール、
　防災無線などでお知らせします。

指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）について
　外出時「熱中症特別警戒アラート」が発表された際には、暑さをしのぐため、冷房設備を備えた
施設（クーリングシェルター）を活用しましょう。
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対象者　町内在住在勤または、在学する５名以上の団体
時　間　１講座につき２時間以内
会　場　会場の予約や受講者への連絡は、申し込まれた方でお願いします。
受講料　講師料は無料。（材料費は実費負担）
申込み　受講日の２週間前までに、申込書をくらし安全課へ提出してください。
※講座メニュー・申込書は、くらし安全課・住民活動支援センター・ふれあいプラザさかえの

窓口で配布しています。また、町ホームページからもダウンロードできます。

No. 講　座　名 講　座　内　容 担  当  課

町
政
・
計
画

1  議場見学  議場の見学および議会のしくみや会議の流れについてお話しします 議会事務局

2  税金のあらまし  身近な税金 ( 町税 ) についてお話しします　（１月から６月の期間を除く） 税務課

3  町の財政  決算状況について
企画財政課

4  元気なまちづくりに向けて  町の総合計画（基本構想・基本計画）の概要について説明します

5  地籍調査事業  町の全区域の土地の境界と面積を測量する事業について説明します
都市建設課

6  地区計画について  開発区域（団地）の方がたに「地区計画」の再確認をしていただく講座です

7  情報公開制度  行政文書の公開請求の方法や請求公開状況の説明と会議公開制度について 
 紹介します

総務課
8  個人情報保護制度  町の個人情報の取り扱いのルールの説明や自己情報コントロール権などに   

 ついて紹介します

9 監査委員制度 制度の概要／役割／選任および任期／職務内容／結果の報告および公表に
関することについてお話しします

10 選挙制度 選挙制度（投票管理者、投票立会人の役割など）および各種選挙の概要に
ついてお話しします

安
全
・
安
心

11 犯罪から守るために 防犯パトロールの仕方／電話 de 詐欺、空き巣、自転車盗難・自動車盗難
の手口と防ぎ方についてお話しします くらし安全課

12 災害の心がまえ もしものときの災害に備えて、いろいろな知識を学びます

13 水防工法体験 大雨などの水害から地域を守る水防工法を体験する講座です

消防総務課
14 消防署見学 庁舎と消防車両を見学します

15 住宅防火講座 初期消火や住宅用火災警報器について学びます

16 救急講座 誰にでもすぐに使える簡単な応急手当の仕方を学びます
※ 45 分未満の応急手当指導を対象とします

環
境

17 ゴミの分別・減量化 ごみのサンプルを使用しながら、分別方法および減量化の知識を学びます 経済環境課

18 道路・公園美化運動　 
（アダプト・プログラム） 道路・公園などの美化をボランティアで行っていただく活動を説明します 都市建設課

19 下水道の働き 終末処理場を見学しながら、家庭からの生活排水が自然に還るまでの仕組
みを学びます 下水道課

健
康
・
福
祉

20 子育て支援サービス 町が取り組んでいる子育て支援についてお話しします

福祉・
　子ども課

21 子どもの健康について お子様の健やかな成長のために大切なこと（発達・遊びなど）についてお
話しします

22 障害者福祉サービス 障がいのあるかたが地域で充実した生活を送るためのサービスについてお
話しします

23 国民健康保険制度 高額療養費制度・療養費制度などの保険給付や保険税などの仕組みを紹介
します 住民課

24
いつまでもおいしく食べ
るために 
～歯つらつ健口体操～

食べる楽しみを維持するためのお口の体操を紹介します

健康介護課25 健やかに年を重ねるため
の食生活 食生活のポイントについて紹介します

26 生活習慣病（糖尿病、高血圧、
がんなど）を予防しよう

糖尿病、高血圧、脂質異常症、がんなど、病気の背景にあるのは毎日の生
活習慣です。日頃の生活習慣を見直し、健康寿命を延ばすための講座です

　暮らしに役立つ知識を身につけたい！自己学習として学びたい！だけど、遠くまではいけな
い．．．そんな方々の要望にお応えします。
　町民の皆さんに、町の業務や各種制度の理解を深め、共にまちづくりをする意識を高めていた
だくことを目的に職員などが講師となり、町政の取組や、生活に身近な情報などをお話しする行
政出前講座を開催しています。職場や地域の集会などで利用してみませんか。

行政出前講座行政出前講座 問合せ　くらし安全課安全協働推進班
　　　　☎ 33-7710

▲町ホームページ
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自治組織の代表者・行政連絡員自治組織の代表者・行政連絡員

No. 講　座　名 講　座　内　容 担  当  課

健
康
・
福
祉

27 フレイル（心身が衰えはじ
めた状態）予防について

放置すると要介護状態になるおそれがあるフレイル予防のポイントについて
お話しします

健康介護課
28 その他健康について 健康に関することについてお話します

29 介護保険制度の仕組み 介護保険の趣旨、サービスを受けるための手続きや介護保険料などの制度
の仕組みについてお話しします

30 認知症サポーター養成講座 認知症を正しく理解するための講座です 
（認知症サポーターは、認知症の方や家族を地域で見守る応援者です。）

文
化

31 栄町の歴史と文化
（町史） 古文書などからひもとく栄町の歴史と文化についてお話しします

生涯学習課
32 栄町の歴史と文化

（文化財） 発掘資料などの文化財からひもとく栄町の歴史と文化についてお話しします

そ
の
他

33 NPO 法人のつくりかた NPO ってなに？
初歩から法人の設立・運営の方法や活動の仕方について紹介します くらし安全課

　令和７年度の自治組織の代表者・行政連絡員の皆さまです。
　自治組織は、地域にとって身近な組織です。自治組織の活動に参加し、みんなで力を合わせて、
住みやすい地域づくりを推進しましょう。

自治組織名 代表者名

　地縁法人上町区 芝野　芳弘

　台下区 戸田　達夫

　鷲町町内会 大久保　靖夫

　仲町町内会 山本　博久

　下町町内会 下村　惠五

　三区 伊藤　幸雄

　須賀区 鈴木　一男

　地縁法人須賀新田区 浮嶋　洋和

　地縁法人北辺田区 岩田　公夫

　地縁法人矢口区 藤﨑　裕

　興津区 山田　勉

　地縁法人麻生区 麻生　徹

　地縁法人龍角寺区 林田　文雄

　酒直区 石井　四郎

　地縁法人南部区 新村　栄一

　白山自治会 山下　蓮子

　地縁法人松ヶ丘自治会 根本　滝士

　地縁法人田中自治会 早川　邦彦

行政連絡員 代表者名
　酒直分区 豊田　薫

自治組織名 代表者名

　地縁法人安食台 1･5･6 丁目自治会 小川　登美子

　地縁法人安食台 2 丁目自治会 岡﨑　悦治

　地縁法人安食台 3 丁目自治会 早川　俊次

　地縁法人安食台四丁目自治会 髙梨　幾太

　地縁法人酒直台自治会 杉山　康文

　認可地縁団体竜角寺台自治会 岡本　雅道

　地縁法人南ヶ丘自治会 松尾　栄一

　西区 佐藤　実

　布太区 中島　義晴

　地縁法人三和区 岩﨑　久行

　中谷区 利根川　昌一

　北区 後藤　利司

　布鎌酒直 ･ 四ツ谷区 齊藤　博文

　和田区 岩田　孝之

　地縁法人押付区 大久保　實

　曽根区 尾花　美茂

　南区 長澤　雄一

　請方区 塩田　英伸

　出津区 長澤　信一

行政連絡員 代表者名
　タイズ安食台 大藤　伊佐央

　問合せ　くらし安全課安全協働推進班　☎ 33-7710

※敬称略

※地縁法人辺引区は、令和７年４月 20 日の総会をもって解散しましたので、お知らせします。
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No. 名　　　称 所在地
避難地区名 電話

番号震災 水害 土砂

１
ふれあいプラザさかえ

（ふれあいセンター和室・
悠遊亭）

安食 938-1 初期自主避難者 初期自主避難者 初期自主避難者 95-1112

２ 栄中学校 安食 55
仲町、下町、和
田、布鎌酒直、
出津

仲町、下町、西、
布太、三和、中
谷、 北、 和 田、
布鎌酒直、出津

仲町、下町、北 95-0011

３ 千葉県立栄特別支援学校 龍角寺 1112-2 龍角寺、竜角寺
台１、２丁目

龍角寺、竜角寺
台１、２丁目

龍角寺、竜角寺
台 1 丁目 80-2500

４ 竜角寺台小学校 竜角寺台 6-26-1 竜角寺台３、４、
５、６丁目

竜角寺台３、４、
５、６丁目 ― 95-5311

５ 安食台小学校 安食台 4-34-1
安食台１、２、
３、４、５、６
丁目、松ヶ丘、
三区

安食台１、２、
３、４、５、６
丁目、松ヶ丘、
三区、南、曽根、
押付、請方、南ヶ
丘

安 食 台 ３、 ５、
６丁目 95-0971

６ 安食小学校 安食 305
上町、台下、辺
引、鷲町、田中、
安食１、２、３
丁目

上町、台下、辺
引、鷲町、田中、
安食１、２、３
丁目

上町、台下、辺
引、鷲町 95-0017

７（旧）酒直小学校 龍角寺 33 酒 直、 酒 直 台、
南部、白山

酒 直、 酒 直 台、
南部、白山

酒 直、 酒 直 台、
南部、白山 ―

８（旧）北辺田小学校 北辺田 212 須賀、須賀新田、
北辺田、興津

須賀、須賀新田、
北辺田、興津

須 賀、 北 辺 田、
矢口、興津、麻
生

―

９ 布鎌小学校 請方 157-1
西、布太、三和、
中 谷、 北、 南、
曽根、押付、請
方、南ヶ丘

（水害時避難不
可） ― 95-0138

10 麻生集会所 麻生 182-1 麻生 麻生 麻生 ―

11 矢口集会所 矢口 6-1 矢口 矢口 矢口 ―

12 興津集会所 興津 1183 ― ― 興津 ―

※ふれあいプラザさかえは、通常の台風などの場合は最初に自主避難場所として開設いたしますが、被
　害が大きい場合は、町の災害支援拠点となります。
　初期の段階で避難された方は、他の避難所へ移動をお願いする場合があります。
※上記以外の地区にお住まいの方は、最寄りの避難所を利用してください。

一部の地域の避難所が変わります一部の地域の避難所が変わります 問合せ　くらし安全課災害対策班
 　　　   ☎ 33-7710

変更理由
１. 安食台１･ ５･ ６丁目、松ヶ丘および三区にお住まいの方々は、ふれあいプラザさかえが避難場
所でしたが、地震をはじめ台風などにより被害が大きく復旧支援など、他機関からの支援や受援ボ
ランティアなどの活動に対応するため、ふれあいプラザさかえを町の災害支援拠点として位置づけ
たので安食台小学校に変更しました。
２. 水害時に布鎌地区の南、曽根、押付、請方および南ケ丘にお住まいの方々は、竜角寺台小学校
が避難場所でしたが、安食台小学校へ避難場所を変更しました。
３. 千葉県で、栄町管内の土砂災害警戒区域の指定が終了したことから、新たに土砂の災害区分を
追加し、土砂災害時の避難場所および避難地区を指定しました。
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児
童
手
当
の
支
給
日
は
６
月

児
童
手
当
の
支
給
日
は
６
月
1010
日日
㈫㈫

　

４
月
か
ら
５
月
ま
で
の
２
か

月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
６
年
10
月
の
制
度
改
正

に
伴
い
、
支
払
通
知
書
の
送
付

が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

口
座
へ
の
振
込
状
況
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
の
支
給
日
は
、

　

勤
務
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
支
給
金
額
】

　

60
歳
以
降
（
申
出
さ
れ
た
月
以
降
）
も
国
民
年
金
に
加
入
で
き
る
「
任
意
加
入
」

任
意
加
入
と
付
加
年
金
を
ご
存
知
で
す
か
？

任
意
加
入
と
付
加
年
金
を
ご
存
知
で
す
か
？

※
所
得
制
限
は
廃
止
と
な
り
ま

　

し
た
。

　

60
歳
に
な
っ
て
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
１
２
０
月
）
が
不
足
し
て
い
る
方
や
、
年
金
額

を
満
額
の
４
８
０
月
に
近
づ
け
た
い
方
は
、
65
歳
ま
で
任
意
加
入
被
保
険
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
65
歳
に
な
っ
て
も
年
金
受
給
資
格
期
間
が
確
保
で
き
な
い
方
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
で

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

○
加
入
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
ご
本

　

人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
マ

　

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転

　

免
許
証
な
ど
）

②
任
意
加
入
す
る
方
の
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番

　

号
の
わ
か
る
も
の

③
通
帳
と
通
帳
の
届
出
印

 

（
保
険
料
の
支
払
い
は
口
座

　

振
替
に
な
り
ま
す
。
）

○
任
意
加
入
を
や
め
た
い
と
き

　

「
資
格
喪
失
申
出
書
」
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
手
続
き
は
、
住
民
課
②
番
窓

　

口
で
で
き
ま
す
。

○
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や

　

せ
る
「
付
加
年
金
」

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

と
任
意
加
入
被
保
険
者
の
方

は
、
月
々
の
定
額
保
険
料
に
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を

プ
ラ
ス
し
て
納
め
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
年
額
は･･･

「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を

　

納
め
た
月
数
」
の
式
で
計
算

　

さ
れ
ま
す
。

例　

１
年
間
付
加
年
金
を
納
め

た
と
き

■
納
め
る
保
険
料

　

４
０
０
円
×
12
月
＝

　

４
，
８
０
０
円

■
受
け
取
る
と
き
の
付
加
年
金

（
年
額
）

　

２
０
０
円
×
12
月
＝

　

２
，
４
０
０
円

　

つ
ま
り
、
２
年
間
で
元
金
が

か
え
り
、
３
年
目
以
降
も
２
，

４
０
０
円
の
付
加
年
金
が
受
給

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
第
３
号
被
保
険
者

の
方
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
、
保
険
料
を
免

除
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

○
申
込
み
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

　

は
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

　

も
の
（
年
金
手
帳
、
基
礎
年

　

金
番
号
通
知
書
、
納
付
書
な

　

ど
）

②
加
入
者
の
印
鑑
（
代
理
人
の

　

と
き
）

※
手
続
き
は
、
住
民
課
②
番
窓

　

口
で
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　

日
本
年
金
機
構
船
橋
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
７
‐
４
２
４
‐
８
８
１
１

　

住
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
33
‐
７
７
０
６

年齢 第１子・２子 第３子以降

３歳未満 15,000 円
30,000 円

３歳～高校生年代 10,000 円

【
認
定
請
求
】

　

次
の
方
は
忘
れ
ず
に
認
定
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
が
遅

れ
る
と
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
お
子
様
が
生
ま
れ
た
方

〇
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

〇
公
務
員
を
退
職
さ
れ
た
方

※
令
和
６
年
10
月
よ
り
制
度
改

　

正
が
行
わ
れ
、
対
象
が
拡
大

　

さ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
年
代

　

以
下
の
お
子
様
を
養
育
し
て

　

い
て
、
児
童
手
当
を
受
給
し

　

て
い
な
い
方
は
、
早
め
の
申

　

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
給
者
や
大
学
生
年
代
以
下

　

の
お
子
様
の
状
況
に
変
更
が

　

生
じ
た
際
は
、
変
更
の
手
続

　

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
大
学
生
年
代
は
、
支
給
対
象

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
加
算

　

対
象
児
と
し
て
数
え
ま
す
。

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　

☎
33-

７
７
０
７
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仕
事
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者

が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生

を
対
象
に
、
遊
び
や
生
活
の
場

を
提
供
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
夏

休
み
加
入
希
望
者
の
申
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
み

　

６
月
20
日
㈮
ま
で
に
「
児
童

ク
ラ
ブ
一
時
加
入
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
初
め
て

利
用
す
る
方
は
就
労
証
明
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
常
時
利
用
者
が
定
員
を
超
え

　

た
場
合
は
加
入
で
き
な
い
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
用
紙
配
布
場
所

　

栄
町
福
祉
・
子
ど
も
課
、

　

栄
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

☎
33-

７
７
０
７

児
童
ク
ラ
ブ
夏
休
み

児
童
ク
ラ
ブ
夏
休
み

加
入
希
望
者
の
申
込
み

加
入
希
望
者
の
申
込
み

　

令
和
７
年
度
の
「
町
民
税
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税
納
税

通
知
書
兼
決
定
通
知
書
」
（
普
通
徴
収
分
）
を
６
月
12
日
㈭

に
発
送
し
ま
す
。

課
税
の
し
か
た

　

町
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税
は
、
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点

の
住
所
地
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
の
金
額
を
負
担
す
る
「
均
等
割
」
と
、
所
得
に

応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
均
等
割
…
税
額
５
，
０
０
０
円
（
町
民
税
３
，
０
０
０
円
、　

　

県
民
税
１
，
０
０
０
円
、
森
林
環
境
税
１
，
０
０
０
円
）

○
所
得
割
…
税
率
10
％
（
町
民
税
６
％
、
県
民
税
４
％
）

納
税
の
し
か
た

〇
普
通
徴
収

　

主
に
自
営
業
の
方
な
ど
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど
で
年

４
回
に
分
け
て
納
税
し
ま
す
。

〇
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

　

４
月
１
日
時
点
の
年
齢
が
65
歳
以
上
で
、
一
定
条
件
を
満
た

し
た
年
金
受
給
者
の
町
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税
は
、
年
金
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
た
場
合
や
、
介
護
保
険
料
が
年
金
か

ら
差
し
引
か
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
公
的
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
は
中
止
と
な
り
、
普
通
徴
収
へ
切
り
替
え
と
な
り
ま
す
。

税
証
明
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　

新
年
度
対
応
の
証
明
書
発
行
は
、
６
月
12
日
㈭
か
ら
と
な
り

ま
す
。
手
数
料
が
２
０
０
円
（
窓
口
交
付
は
３
０
０
円
）
と

１
０
０
円
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
可
能
時
間
は
６
時
30
分
か
ら
23
時
ま
で

 

（
年
末
年
始
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
を
除
く
）

問
合
せ　

税
務
課
住
民
税
班

　
　
　
　

☎
33
‐
７
７
０
３

町
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税

町
・
県
民
税
・
森
林
環
境
税

納
税
通
知
書
の
発
送
に
つ
い
て

納
税
通
知
書
の
発
送
に
つ
い
て

安
食
駅
～
印
旛
日
医
大
路

安
食
駅
～
印
旛
日
医
大
路

線
定
期
運
行
バ
ス
実
証
実

線
定
期
運
行
バ
ス
実
証
実

験
を
実
施

験
を
実
施

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
医
療
機

関
の
受
診
や
通
勤
・
通
学
な
ど

の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
、
安

食
駅
～
印
旛
日
医
大
路
線
定
期

運
行
バ
ス
の
実
現
に
向
け
て
実

証
実
験
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

実
験
運
行
期
間　

７
月
１
日
か
ら

　

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

運
行
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

　

12
／
29
～
１
／
３
は
運
休
）

運
行
区
間
・
停
留
所
（
３
箇
所
）

　

①
Ｊ
Ｒ
安
食
駅

　
　

⇦
　
　
⇨
（
20
分
程
度
）

　

②
印
旛
日
本
医
大
駅　
　
　

　
　

⇦
　
　
⇨
（
５
分
程
度
）

　

③
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院

運　

賃

　

〇
乗
車
１
回
３
０
０
円　

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障

　

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育

　

手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
半
額

　

〇
小
学
生
１
５
０
円
（
未
就

　
　

学
児
無
料
）

乗
車
定
員　

９
名
（
ワ
ゴ
ン
車

の
運
行
と
な
り
ま
す
）

※
車
い
す
利
用
の
方
は
ご
乗
車

　

出
来
ま
せ
ん
。

時
刻
表　

下
記
Ｑ
Ｒ
よ
り

問
合
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
班

　

☎
33-
７
７
７
３

▲座談会 HP

町
長
座
談
会

町
長
座
談
会

対　

象

　

６
人
か
ら
20
人
前
後
の
町
内

の
団
体
な
ど
（
町
内
在
住
者
）

申
込
み　

　

開
催
希
望
日
の
１
か
月
前
ま

で
に
申
込
書
を
提
出

会　

場　

　

申
込
者
が
町
内
の
会
場
を
準
備

実
施
月　

　

７
月
・
８
月

※
開
催
日
時
な
ど
に
つ
い
て

は
、
申
込
書
を
基
に
事
前
に

協
議
を
し
て
決
定

問
合
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
班

　

☎
33-

７
７
７
３

▲昨年の座談会の様子
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地
震
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
去
工

事
を
行
う
際
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
補
助
金
交
付
決
定
前
に
工
事
を
行
っ
た
場
合
は
、
補
助
金
の
交

　

付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
補
助
金
の
総
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終

了
し
ま
す
。

危
険
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

危
険
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

除
去
工
事
費
の
一
部
を
補
助

除
去
工
事
費
の
一
部
を
補
助

◇
対
象
と
な
る
危
険
コ
ン
ク

　

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　

道
路
に
面
す
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
で
地
震
に

よ
り
倒
壊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

も
の

◇
対
象
者

①
危
険
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

　

塀
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方

②
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方   

 

（
世
帯
員
全
員
）

③
補
助
対
象
事
業
が
土
地
ま
た

　

は
建
物
の
販
売
を
目
的
と
し

　

て
行
う
も
の
で
な
い
方

◇
補
助
金
の
額

　

除
去
工
事
に
要
す
る
費
用
の

合
計
額
と
危
険
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
長
さ
に
一

メ
ー
ト
ル
当
り
１
万
円
を
乗
じ

て
得
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額

で
、
上
限
額
は
10
万
円
（
１
，

０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

　

地
震
に
対
す
る
木
造
住
宅
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
耐
震

診
断
・
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
補
助
金
交
付
決
定
前
に
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
の
設
計
・
工
事
を

　

行
っ
た
場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。　

　

ま
た
、
補
助
金
総
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
付
終
了
し
ま
す
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
・

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
・

　
　
　

　
　
　

改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助

改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助

耐
震
診
断
費
の
補
助

◇
対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の

　

旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た

　

木
造
の
一
戸
建
て
住
宅
ま
た

　

は
併
用
住
宅
（
居
住
部
分
が

　

延
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

　

の
も
の
）

②
構
造
が
、
在
来
工
法
、
伝
統

　

的
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工
法

　

で
あ
る
も
の

※
構
造
に
よ
り
、
補
助
対
象
と

　

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

③
地
上
階
数
が
２
以
下
の
も
の

◇
対
象
者

①
対
象
住
宅
を
所
有
し
、
自
ら

　

居
住
す
る
方

②
栄
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

　

録
さ
れ
て
い
る
方

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方 

 

（
世
帯
員
全
員
）

◇
補
助
金
の
額

　

耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の
２

以
内
で
、
上
限
額
は
８
万
円

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

◇
受
付
期
間

　

６
月
２
日
㈪
か
ら

　

12
月
５
日
㈮
ま
で

耐
震
改
修
工
事
費
の
補
助

◇
対
象
住
宅

　

耐
震
診
断
費
の
補
助
対
象
条

件
の
①
か
ら
③
に
該
当
す
る
住

宅
で
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
上

部
構
造
評
点
が
１
．
０
未
満
の

も
の
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

こ
と
で
１
．
０
以
上
と
す
る
も
の

◇
対
象
者

①
対
象
住
宅
を
所
有
し
、
自
ら

　

居
住
す
る
方

②
栄
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

　

録
さ
れ
て
い
る
方

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

 

（
世
帯
員
全
員
）

◇
補
助
金
の
額

　

耐
震
改
修
工
事
費
用
の
23
％

以
内
で
、
上
限
額
は
50
万
円

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

◇
受
付
期
間

　

６
月
２
日
㈪
か
ら

　

12
月
５
日
㈮
ま
で

◇
申
請
受
付
窓
口

　

補
助
金
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
都
市
建
設
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
班

　

☎
33-

７
７
１
９

◇
受
付
期
間

　

６
月
２
日
㈪
か
ら

　

12
月
５
日
㈮
ま
で

◆
注
意
事
項

①
補
助
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク

　

塀
な
ど
の
条
件
に
つ
い
て
は

　

事
前
に
都
市
建
設
課
に
相
談

　

し
て
く
だ
さ
い
。

②
工
事
施
工
者
は
、
町
内
事
業

　

者
に
限
り
ま
す
。

問
合
せ　

　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
班

　

☎
33-

７
７
１
９

御来店をお待ちしております。



12ྩ̓̒月 ø 日
　

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
！
ち
ば

の
食
育
『
ち
ば
の
恵
み
で
ま
ん

て
ん
笑
顔
』

　

毎
年
６
月
は
食
育
月
間
で
す
。

　

県
内
で
は
、
食
育
月
間
中
に

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
内
小
中
学
校
で

子
供
達
が
食
を
通
じ
て
地
域
や

食
文
化
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
栄
養
教
諭
が
各
校
を
巡

回
し
食
育
指
導
を
実
施
し
た

り
、
地
元
の
食
材
を
活
か
し
た

「
千
産
千
消
献
立
」
と
し
て
、

町
内
で
生
産
さ
れ
た
物
を
使
用

し
た
給
食
を
提
供
し
、
地
域
の

恵
み
に
感
謝
す
る
心
を
育
て
ま

す
。

問
合
せ　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
95-

０
２
０
０

６
月
は
食
育
月
間

６
月
は
食
育
月
間

　

高
温
多
湿
と
な
る
夏
期
は
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
や
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
な
ど
の
細
菌
を

原
因
と
す
る
食
中
毒
が
最
も
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
夏
期
に
お
け
る
食
中
毒
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
に
、
６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
を
「
千
葉
県
食
品
衛
生
夏
期
対
策
期
間
」
と
し
、
食
中
毒
予
防
の
啓
発
や
食
品
営
業
施
設
へ
の
監
視

指
導
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
は
飲
食
店
だ
け
で
な
く
、
家
庭
に
お
い
て
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
食
品
の
取
扱
い
に
注

意
し
て
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
購
入
時

・
消
費
期
限
な
ど
を
確
認
す
る
。

・
肉
や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
や

　

冷
凍
食
品
は
最
後
に
買
う
。

・
肉
や
魚
な
ど
は
汁
が
他
の
食

　

品
に
付
か
な
い
よ
う
に
分
け

　

て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
。

・
寄
り
道
を
し
な
い
で
、
す
ぐ

　

に
帰
る
。

　
　○

保
存
時

・
冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品

　

は
、
持
ち
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に

　

冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
保
管
す

　

る
。

・
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、
冷
凍

　

庫
は
‐
15
℃
以
下
に
保
つ
。

　
　
　

・
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
に
詰
め
す

　

ぎ
な
い
。

○
調
理
時　
　

・
調
理
の
前
に
石
け
ん
で
丁
寧

　

に
手
を
洗
う
。

・
野
菜
も
よ
く
洗
う
。

・
包
丁
や
ま
な
板
は
肉
用
、
魚

　

用
、
野
菜
用
と
別
々
に
そ
ろ

　

え
て
使
い
分
け
る
か
、
洗
っ

　

て
熱
湯
を
か
け
て
か
ら
使
う
。

・
肉
や
魚
は
十
分
に
加
熱
す
る
。

　

加
熱
の
目
安
は
、
中
心
部
の

　

温
度
を
75
℃
で
１
分
間
以
上

　

加
熱
す
る
。

・
冷
凍
食
品
は
使
う
分
だ
け
解

　

凍
し
、
冷
凍
や
解
凍
を
繰
り

　

返
さ
な
い
。

　
　○

食
事
の
時

・
食
べ
る
前
に
石
け
ん
で
手
を

　

洗
う
。

・
作
っ
た
料
理
は
、
長
時
間
、

　

室
温
に
放
置
し
な
い
。

６
～
９
月
は
千
葉
県
食
品
衛
生
夏
期
対
策
期
間

６
～
９
月
は
千
葉
県
食
品
衛
生
夏
期
対
策
期
間

○
残
っ
た
食
品

・
手
洗
い
後
、
清
潔
な
器
具
・

　

容
器
で
早
く
冷
え
る
よ
う
に

　

小
分
け
し
、
保
存
す
る
。

・
時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
も
の
は

　

思
い
切
っ
て
捨
て
る
。

・
温
め
な
お
す
と
き
は
十
分
に

　

加
熱
す
る
。
加
熱
の
目
安
は
、

　

中
心
部
の
温
度
を
75
℃
で
１

　

分
間
以
上
加
熱
す
る
。

問
合
せ

　

千
葉
県
印
旛
保
健
所

 

（
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

  

☎
０
４
３-

４
８
３-

１
１
３
７

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
！

▲県 HP
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日
本
赤
十
字
社
が
行
う
災
害
救
護
活
動
、
心
肺
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

な
ど
講
習
普
及
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
道
的
活
動
は
、
皆
様
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
く
活
動
資
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

栄
町
で
も
、
運
動
月
間
期
間
に
合
わ
せ
て
活
動
資
金
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
月
・
６
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」

５
月
・
６
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」

赤
十
字
奉
仕
団
が
活
動
し
て
い

ま
す

　

赤
十
字
奉
仕
団
は
、
赤
十
字

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ

て
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
思
い
を
も
っ
た
人
々
に
よ

っ
て
市
区
町
村
ご
と
に
組
織
さ

れ
た
団
体
で
す
。

　

栄
町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
赤

十
字
運
動
月
間
期
間
に
は
町
内

の
企
業
の
皆
様
を
訪
問
し
て
活

動
資
金
募
集
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
献
血
会
場
や
病

院
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

防
災
訓
練
支
援
活
動
、
義
援
金

の
募
集
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

３
月
に
ド
ラ
ム
の
里
で
開
催

さ
れ
た
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
で

は
、
大
船
渡
山
林
火
災
義
援
金

の
募
金
活
動
を
行
い
、
皆
様
か

ら
い
た
だ
い
た
３
３
，
６
８
６

円
を
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支

部
に
送
金
し
ま
し
た
。

　

募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日

本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
全
額
被

災
者
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

赤
十
字
活
動
資
金

　

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

　

☎
０
４
３-

２
４
１-

７
５
３
１

栄
町
赤
十
字
奉
仕
団

　

福
祉
・
子
ど
も
課
社
会
福
祉
班

　

☎
33-

７
７
０
７

目　

的

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危

険
物
は
、
事
業
所
な
ど
で
幅
広

く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
住
民
生

活
に
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全

確
保
の
重
要
性
は
増
大
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
所
に
お
け

る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
広
く
住

民
の
危
険
物
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
と
啓
発
を
図
る
も
の
で

す
。

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
危
険
物　

　
　

無
事
故
へ
挑
む

　

ゴ
ン
グ
鳴
る
」

危
険
物
と
は

　

消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
一
般
的
に
次
の
よ
う

な
危
険
性
を
持
っ
た
も
の
を
い

い
ま
す
。 

１
．
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大

　
　

き
い
物

２
．
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大

　
　

き
い
物

３
．
消
火
の
困
難
性
が
高
い
物

※
私
た
ち
の
身
近
な
も
の
で
は
、

　

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
油
性
塗

　

料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
総
務
課
予
防
班

　
　
　
　

☎
95-

８
９
８
１　

危
険
物
安
全
週
間

危
険
物
安
全
週
間

６
月
８
日

６
月
８
日
㈰㈰
か
ら
か
ら
1414
日日
㈯㈯
　

消
防
操
法
大
会
は
、
町
の
消

防
防
災
力
の
中
核
を
担
う
消
防

団
員
が
迅
速
な
消
火
活
動
を
行

う
た
め
に
必
要
な
消
防
ポ
ン
プ

や
ホ
ー
ス
の
取
扱
い
な
ど
の
基

本
技
術
に
つ
い
て
競
い
合
い
、

消
防
力
の
向
上
を
目
指
す
大
会

で
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
少
年
消
防

団
員
に
よ
る
操
法
演
技
の
披
露

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

訓
練
成
果
を
発
揮
す
る
消
防

団
員
や
子
供
た
ち
の
操
法
演
技

を
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

６
月
21
日
㈯
８
時
30
分
か
ら

 

（
小
雨
決
行
）

会　

場

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　

駐
車
場

問
合
せ　

消
防
総
務
課
総
務
班

　
　
　
　

☎
95-

８
９
８
０

栄
町
消
防
操
法
大
会
を
開
催

栄
町
消
防
操
法
大
会
を
開
催

▲日本赤十字社キャラクター
　ハートラちゃん



14ྩ̓̒月 ø 日
　

電
気
を
消
し
て
ス
ロ
ー
な
夜

を
「
電
気
を
消
す
夜
、
地
球
を

思
う
夜
が
ち
ょ
っ
と
ス
テ
キ
に

な
り
ま
す
よ
う
に･･･
」
を
合

言
葉
に
環
境
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
こ
み
せ
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
な
お
店
）
や
、
ほ
の

か
ラ
イ
ブ
（
栄
町
ド
ラ
ム
ウ
イ

ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）
も
行
わ

れ
ま
す
。

　

地
域
交
流
の
場
と
な
り
、
ほ

の
か
な
灯
り
の
も
と
み
ん
な
で

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

６
月
７
日
㈯

　
　
　
　

18
時
か
ら
20
時

　
　
　
　

※
悪
天
候
中
止

点
灯
開
始　

18
時

会　

場　

栄
町
役
場
庁
舎
脇
の

　
　
　
　

緑
道

イ
ベ
ン
ト
内
容

　

空
き
び
ん
キ
ャ
ン
ド
ル
、
竹

灯
り
、
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
ほ
の
か
ラ
イ
ブ

後
援　

栄
町

問
合
せ

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
会 

鈴
木

　

☎
０
９
０-

４
２
４
１-

８
７
６
９

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

２
０
２
５

２
０
２
５
inin
さ
か
え
ま
ち

さ
か
え
ま
ち

～
栄
町
町
制
施
行

～
栄
町
町
制
施
行
7070
周
年
周
年

記
念
事
業
～

記
念
事
業
～

～
自
己
ベ
ス
ト
に
挑
戦
～

　

自
身
の
体
力
年
齢
を
測
定
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

６
月
29
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
か
ら
12
時

※
受
付
９
時
か
ら
９
時
30
分

会　

場　

安
食
小
学
校
体
育
館

内　

容

　

20
歳
か
ら
64
歳
…
握
力
、
上

体
起
し
、
長
座
体
前
屈
、
反
復

横
跳
び
、
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ

ン
、
立
ち
幅
跳
び

　

65
歳
以
上
…
握
力
、
上
体
起

し
、
長
座
体
前
屈
、
開
眼
片
足

立
ち
、
10
ｍ
障
害
物
歩
行
、
６

分
間
歩
行

参
加
費　

無
料

定　

員　

40
名

持
ち
物　

マ
ス
ク
、
上
履
き
、

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

申
込
み　

17
日
㈫
ま
で

　

９
時
か
ら
17
時
に
電
話
に
て

問
合
せ　

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　

☎
95-

１
１
１
２

体
力
調
査
大
会

体
力
調
査
大
会

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
！

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
！

　　

今
期
の
「
栄
町
健
康
づ
く
り
推
進
員
」

今
期
の
「
栄
町
健
康
づ
く
り
推
進
員
」

　

町
で
は
町
民
の
「
健
康
寿
命
延
伸
」
と
「
生
活
の
質
の
向
上
」
の

た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
推
進
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
役
を
し
て
い
た
だ
く
今
期
の
栄
町
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
は
行
政
と
町
民
の
パ
イ
プ
役
と

な
っ
て
、
地
域
で
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

各
地
区
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
の
み
な
さ
ん
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

登
録
期
間　

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
（
２
年
間
）

活
動
内
容　

町
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
骨
粗
し
ょ
う

　

症
予
防
に
関
す
る
食
事
の
普
及
啓
発
活
動
、
健
口
体
操
の
紹
介
な
ど

問
合
せ　

健
康
介
護
課
健
康
推
進
班

　
　
　
　

☎
33-

７
７
０
８

氏　名 地　区

小川　朋子 辺引

小笠原　孝美 鷲町

齋藤　栄子 仲町

真鳥　律子 田中

前田　耕作 松ヶ丘

竹内　明美 三区

森　健治 安食台３丁目

我謝　ツヤ子 安食台３丁目

中村　知惠子 安食台４丁目

髙橋　博子 安食台 1･5･6 丁目

田川　みよ子 安食台 1･5･6 丁目

藤江　朋子 北辺田

氏　名 地　区

山田　勉 興津

横堀　久美子 麻生

藤山　せつ 竜角寺台

髙橋　ユキ 竜角寺台

辻　利江 竜角寺台

竹内　佳子 竜角寺台

大三川　直子 酒直

野村　節子 酒直台

内山　とも子 酒直台

宮田　浩 布鎌酒直 ･ 四ツ谷 
北 ･ 請方 ･ 出津

新海　恵子 和田

尾花　明美 南・曽根

西野　富子 南ヶ丘



15 広報さかえ

▲υラϜのཬ HP

２ 日  、 ９ 日  、
16 日 、23 日 、
30 日 

日ؗٳ月のࠓ

龍の産直館情報龍の産直館情報
ʲക雨の生活応援セールʳ
６月 14 日・15 日 
・৭々ࡊ 88 円ۉҰ　
・たまご各種２割引き　
・ে༉、ポン酢２割引き
અのオススメフルーπをおങいಘՁ格でご提供ق˕
します。օ様のごདྷ店心よりお待ちしております。
※ 17 日 は設備調整のため、ྟ 時休業となります。

　ドラムの里コスプレの館では　県民の日イϕント
として、ҥをレンタルされた方にドラム܅グοζ
をプレθントします。（無くなり࣍第終了）
　店内もҥସえをし、夏に向けてΧラフルなཋҥか
らམち着いた৭のཋҥなど、大人から子供まで
100 着取りଗえております。（町内ࡏ住者は額の
1,000 円で利用できます）なお、雨ఱの場合は利
用に関する制ݶがありますのでご了ঝください。　
　キονンΧーも多数出店しますので手Ϳらで気ܰ
に休日を楽しめます。内容はਵ時ホームϖーδでお
知らせகします。

県民の日ドラムの里イベント
６月 15 日㈰９時～ 14 時

○広報さかえがスマートフォンより無料アプリで
　　閲覧できます！

※アプリの使用は無料ですが、通৴費は利用者のごෛ୲となりますことをあらかじめご了ঝください。



16令和７年６月 １日

　第 44 回危険業務従事者叙勲におかれまして、栄町から受章された方をご紹介
させていただきます。
　おめでとうございます。※順不同

　田 文夫 氏（竜角寺台）

元警視正

瑞宝双光章（警察功労）

　この度は身に༨るޫ栄にܹײしてお
ります。　
　上司や先ഐ、同྅、各勤務地の地域
の皆༷のご指導ご支援、そして家の
支えがあってのものと深くײ謝してお
ります。

内原 一 氏（安食台）

元警視庁警部

瑞宝双光章（警察功労）

　この栄えある受ষは、ࠓまで家庭を
कり支えてくれた家と、ۤ楽を共に
したॾ先ഐや同྅のおӄと深くײ謝し
ております。

ྩ̓ਫ防ޭ࿑者として表জ

　４月 23 日に砂防会館で開࠵された令和７年度全国水防管理
団体࿈合会全国水防大会において、栄町消防団長「根本وതࢯ」
が令和６年度の水防活動について多大なるޭが認められ、水
防ޭ࿑者として表জされました。

問合せ　消防総務課総務班　
　　　　☎ 95-8980

危険業務従事者叙勲



17 広報さかえ

ふれプラਤ書室からのごҊ内
開室時間　９時から 17 時まで
問��合��せ　ふれプラਤ書室　　
　　　　　　　　　　　☎ 33-3385

Bookmarks
『お探し本は図書室まで』 ▲ਤॻ室

ऴわりなき南北ேのઓい。܉ਆと
ਸめられるೇ木ਖ਼をに࣋つਖ਼
行はઓなきੈを求めて北ேに߱る
ܾ意をݻめる。それはೇ木家こそ
൨ճのݤだとཔみにしている南ே
を໓にかわせることにଞなら
ないのだがʜ。

とのؔにみながらも一人
່のͻかりを࣊しみ育てる、γン
άルϚザーの美ۭ。義ఋで同性の
ことがきなᰜేはܑと美ۭが
ࠗした後もԿかとふたりのੈ話を
মこうとするがʜ。小さなでも確
かな支えとなるײ動のޠ。

ܹしいӍの߱るる夫をせた
ंでംをᎢͶたかおりはきಀ
͛のࡑに問われࡋ判中にଉ子の
を出࢈する。出所後ଉ子に会いた
いあまりにԂࣇ連れڈり事݅をى
こした൴ঁはଉ子とのݟをېじ
られわれるようにྲྀれてΏき
ʜ。

人Α、ՖΑ、上・下ר
今ଜᠳޗʗஶ　ே日新ฉ出൛�

ありか
ඌまいこʗஶ　水ླ社

ख़֟
̖̬̖̠̤̙̖̠　ʗஶޕਖ਼౻ࠤ

今月の新刊

　雨が多いقઅになりました。お家でաごす時間にʠಡ
書ʡを加えてみませんか？文ষをಡΉ事になれていな
くてもࢽࡶからϖーδをめくってみませんか？
　ਤ書室ではஞץ࣍行物（ࢽࡶ）が２ࢽから７ࢽとな
りましたのでご利用ください！

ʙӍ߱りຊをಡ͏ʂʙ

\

【Ұཡࢽࡶ】
˓すてきにϋンドメイド／ N), 出൛
˓趣ຯの園ܳ／ N), 出൛
˓きょうの料理／ N), 出൛
˓日経トレンσィ／ 日経 BP
˓ཱྀの手／ަ通新ฉ社
˓文य़ळ／文य़ळ
˓ E44E ／ැ܂社



18令和７年６月 １日

߹ͤ
こども家庭センター　☎ 37-7185

（ふれあいプラザさかえ内１階）
開設時間　９時から 17 時 15 分まで

今݄の休ؗ日

１日 ・２日 ・８ ・９日 ・
15 日 ・16 日 ・22 日 ・23 日 ・

29 日 ・30 日 

������������　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�問合せ　こども家庭センター　　 ☎ 37-7185
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       健康介護課健康推進班     ☎ 33-7708

健康インフォメーション

※受付時間は予制となっておりますので、健の個別通知をご確認ください。

݈　　名 ݄　日 会　場 問合せ 対　象　者 内　༰

５歳ࣇ健康査 ６月３日 
ふれあいプラザさかえ

３階大会議室

こども家庭
センター

令和２年４月 � ５月
生まれの子

内Պ・歯Պ � 身体測定 �
保健・栄養・歯Պ相談 � 子育
て相談など

３・４か月ೕࣇ相談 ６月 10 日  キοζランド
令和７年１月／
２月生まれの子

ҩࢣ � 身体測定 � 保健・
育ࣇ相談 � ブοクスタート

２歳ࣇ歯Պ健康査 ６月 19 日 
ふれあいプラザさかえ

３階大会議室
令和５年５月／
６月生まれの子

歯Պ � 身体測定 � 保健・栄
養・歯Պ相談

はみがきレοスン
（当日受付可）

６月５日  キοζランド
健康介護課
健康推進班

町内ࡏ住の方 お口の健康νェοク・相談

２歳ࣇ歯Պ健康査 ６月 19 日 
ふれあいプラザさかえ

３階大会議室
令和４年９月／
10 月生まれの子

歯Պ � 歯Պ相談

活・プレコンセプシϣンケア
相談

６月 21 日 ふれあいプラザさかえ
こども家庭
センター

৷をرされている
方とそのご家族

৷に関するご相談・活、
不࣏療や不育症
य़期やࢥ、療に関する相談࣏
ੑに関する相談

　「ຯ֮」とは、「ຯ」「塩ຯ」「うまຯ」「ࢎຯ」「ۤຯ」の５つを指し、それͧれが体にඞ要な
情報をえる役割を持っています。

ຯ֮のൃୡຯ֮のൃୡ

　ຯ֮は口内やઉの表面にある「ຯ᤹（みらい）」という֮ײ器でײじ取
っています。「ຯ᤹」は、実はೕࣇ期が最も多くなっているため、ちΌん
はຯにとてもහײなのです。生５ޙか月΄どでೕ食が始まると、ೕ食
をとおしてさまざまなຯを知っていきます。
　特に３歳頃がຯ֮の発達のϐークとݴΘれています。３歳頃までに多様
な食材を経験させることによって、お子さんのຯ֮を育てましょう。小さ
いころからೱいຯ付けのものに慣れてしまうと、食材本དྷのຯやബຯの料
理がおいしくײじられなくなるので注意しましょう。
　また、ຯだけでなく、ઉ৮りや食ײ、見た目、におい、温度などײޒを
フル活用して食べ物をײじ、おいしさを学んでいけるようにしましょう。

味覚を育てましょう味覚を育てましょう

　「ຯ」はエネルギーの基本
となる糖分のଘࡏ、「塩ຯ」は
体ӷのバランスを保つミネラル
のଘࡏ、「うまຯ」は身体をつ
くるたんͺく質のଘࡏをえる
ので、本తにそれらは、子ど
もたちのきなຯ֮となってい
ます。

や「ۤຯ」はഊして「ຯࢎ」　
いることやಟが含まれているかも
しれないことをえるので、子ど
もたちがݏがる向にあります。

① 好きな味覚① 好きな味覚

味覚の役割味覚の役割

②嫌いな味覚②嫌いな味覚
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月の休ؗ日ࠓ
２日 ・５日 ޙޕ休館・

９日 ・16 日 ・
23 日 ・30 日 

開館時間 / ９時～ 12 時

　13 時～ 16 時

　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
は
、
予
約
な
し
で

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
混
雑
状
況
に
応
じ
て
お
断
り
す
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
町
外
の
方
も
利
用
可

身
長
・
体
重
の
計
測
、
健
康
相
談

日　

時　

６
月
５
日
㈭

受　

付　

９
時
30
分
か
ら
10
時
30
分

会　

場　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
内

※
要
予
約
。

※
次
回
は
、
７
月
３
日
㈭
を
予
定
。

日　

時　

６
月
18
日
㈬

　

①
９
時
30
分
か
ら
10
時
30
分

　

②
10
時
45
分
か
ら
11
時
45
分

会　

場　

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
内

内　

容   

ヨ
ガ
＆
ピ
ラ
テ
ィ
ス

※
要
予
約
。（
各
定
員
有
）

※
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

日　

時　

６
月
24
日
㈫

　
　
　
　

10
時
10
分
か
ら
11
時
10
分

会　

場　

酒
直
幼
稚
園

　

※
酒
直
幼
稚
園
ミ
ッ
キ
ー
ル
ー
ム

　
　

と
同
時
開
催
。

　

※
要
予
約
。

日　

時　

６
月
28
日
㈯

　
　
　
　
　

11
時
40
分
か
ら
12
時

○
ϗ
ッ
ϓ
ス
ς
ッ
ϓ
さ
͘
ら
Μ
΅

日　

時　

６
月
９
日
㈪

　
　
　
　

10
時
30
分
か
ら

内　

容　

父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

○
ϓ
ν
さ
͘
ら
Μ
΅

日　

時　

６
月
11
日
㈬

　
　
　
　

10
時
30
分
か
ら

内　

容　

父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

日　

時　

６
月
24
日
㈫

　
　
　
　

10
時
10
分
か
ら
11
時
10
分

内　

容　

ア
ッ
プ
Ｒ
文
庫
同
時
開
催

会　

場　

１
階
わ
く
わ
く
ル
ー
ム

持
ち
物　

上
履
き(

お
子
様
は
家
で

　

履
い
て
い
る
靴
や
履
き
な
れ
た
靴

　

を
上
履
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い)

○
な
が
と
༮
ஓ
Ԃ
ὸ
95-

０
７
５
１

日　

時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

10
時
か
ら
12
時

○
ञ

༮
ஓ
Ԃ
ὸ
95-

４
３
３
３

日　

時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

10
時
か
ら
12
時

〇
ࢠ
ҭ
て
支
援
η
ン
λ
ー

「
さ
͘
ら
Μ
΅
」【
安
食
保
ҭ
Ԃ
内
】

日　

時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

８
時
30
分
か
ら
13
時
30
分

※
天
候
な
ど
に
よ
り
臨
時
休
館
と
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

園
庭
開
放

す
こ
や
か
タ
イ
ム

　LINE　⾣ 
　23 コード

　キοζランドは、子育て中の方が、情報をަしたり、子育てのみを話すなど、子で楽しく
աごせる施設です。
ɹΩοζランυのར༻おΑͼࢠҭて૬ஊなͲ、ӫொެࣜΞΧンτ -*/& ͔
Β予できます（一部の日ఔをআく）。ॳめてのํおܰؾに͝ར༻くͩ͞い。

ア
ッ
プ
Ｒ
文
庫

わ
く
わ
く
タ
イ
ム

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
安
食
保
育
園
内

☎
�0
‐
１
８
８
５

 

࣍生まれの長ঁ、ື月と千葉生まれの࢈手県ؠ　
ঁ、ཅࡊですが２人とも７月生まれで同じ 17 日
生まれです。予定日は 11 日と 25 日だったのに
合Θせたかのように生まれてきた２人ですが長ঁ
は活発でঁ࣍はマイϖース。これから２人がどの
ように育っていくかとても楽しみです。

ࢠ月のཾເͬࠓ

2　お子さんの໊付けエϐιードをڭえてください！
"　長ঁはが月を見るのがきで、どうしても
月を入れたかったのがあり、月のようにおだやか
に、ື ( みなと ) のようにいつでもपりに人が集
まってきてくれる子に育って΄しいとࢥいつけま
した。ঁ࣍は、月と太ཅのように長ঁとঁ࣍が支
えあって生きて΄しいというࢥいから決まり、ཅ
。はパパがつけてくれましたࡊ

おうちの人にฉいてみました！！

みつきすぎやま

（ྩ̏̓月生まΕ）

ཅͪࡊΌΜ
ひな

（ྩ̒̓月生まΕ）

お
は
な
し
の
く
に

ミ
ッ
キ
ー
ル
ー
ム

酒
直
幼
稚
園

☎
95
‐
４
３
３
３

ਿࢁ　ື月ͪΌΜ
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開࠵日　６月 24 日 
　　　　※ѱఱީは 27 日 に延期
ू合場所　ࠤふるさと場
ื　ू　印旛প流域市町ଜࡏ住 120 ໊
　　　　応ื多数の場合はந選
参　加　無料
申込క切　６月３日  17 時
)　申込・ࡉৄ 公財 ) 印旛প ( 環境基
　金 ) ̝̥ਃ込フォームから受付

　　　　▲ҹᏞপۚجڥ HP
問合せ　( 公財 ) 印旛প環境基金
　　　　☎ 043-485-0397
　

対象ஂ体　令和７年度中に、印旛পと
　その流域での環境保全などの活動を
　行う学校および団体など
助ֹۚ　小学校、中学校および高
　学校は 15 ສ円、その他の団体は 20 ສ
　円をݶ度とします。
　ただし、小学校、中学校および高
　学校はॿ成対象となる経費の２� ３
　以内をݶ度。
Ԡื方๏　ਃ請書ྨ ( 当基金のホーム
　ϖーδまたは૭口にて布 ) にඞ要
　事߲を記入し、持ࢀまたは郵送して
　ください。
Ԡืక切日　６月 13 日  ( ඞ着 )
問合せ
　˟ 285-8533
小路町ٶ市ࠤ　 12 番地
　（公財）印旛প環境基金
　☎ 043-485-0397

　令和７年第２回栄町議会定ྫ会は、
６月３日  10 時から開࠵されます。
　ৄしくは、町議会ホームϖーδでご
確認ください。
　なお、議会開࠵中は、議場でのௌ
の΄か、役場１階ロビーのテレビモχ
ターで本会議をࢹௌすることもできま
す。
　また、町議会会議は、町議会ホー
ムϖーδおよび、ふれあいプラザさか
えਤ書室でӾཡできます。

問合せ　議会事務局
　　　　☎ 33-7715

˔自Ӵୂ学生
Ԡื֨ࢿ　大学、大学Ӄ、高ઐ学
　校などで理学、工学、文学または法
　学をઐ߈しており、正نの課程をम
　了する年の４月１日ࡏݱで 26 歳未
　満の者（大学Ӄࡏ学者は 28 歳未満）
間　10ظूื 月 10 日 まで
日　11ݧࢼ 月８日・９日 

˔༧උ自Ӵ補（Ұൠ・ٕ能）
Ԡื֨ࢿ　
Ұ　ൠ：18 歳以上 52 歳未満の者
ٕ　能：18 歳以上で国家໔ڐ資格な
　どを有する者（資格により年ྸ上ݶ
　は 53 歳未満から 55 歳未満）
間　９月ظूื 11 日 まで
日　９月ݧࢼ 13 日から 29 日 
※いずれか 1 日を指定されます。
※各ื集に係るࢼ験場所やࢼ験Պ目な
　ど、ৄࡉについては下記におい合
　Θせください。
問合せ　自Ӵୂ成田地域事務所
　　　　　☎ 22-6275

　地域の特ੑに応じた૭口営業時間の
ྗతな運用のҰ環として、令和７年
６月２日から安食郵便局のன間時間ଳ
の૭口業務を 12 時から 13 時まで休
止します。
　なお、町内の他の郵便局において、
すでに૭口業務を休止しているன間時
間ଳについては、࣍のとおりです。
˓ӫ安食༣ศہ
　11 時 30 分から 12 時 30 分まで
˓安食Ӻ前༣ศہ
　12 時 30 分から 13 時 30 分まで
問合せ　安食郵便局　　☎ 95-0001
　　　　栄安食郵便局　☎ 95-5611
　　　　安食駅前郵便局　☎ 85-1500

ҹᏞপޫ؍ધにΑΔ
ҹᏞপ؍ձ

　「人 と の コ ミ ϡ χ ケ ー シ ϣ ン が ۤ
手・・・」「自分に合った仕事が見つ
からない」など、Ұ人ひとりのみに
Ԋったサポートを心がけています。
日　時　６月 19 日 
　　　　13 時から 17 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　２階会議室①
内　༰　˓ద職அ
　　　　˓応ื書ྨఴ
　　　　˓面対策
　　　　˓職業体験などの相談
　　　　˓仕事にΉ子どもが心
　　　　˓としてどう関Θればよい
　　　　　か分からない。
　　　　˓子どものことで話をฉいて
　　　　　΄しい
対　象　15 歳以上 39 歳までの方ま
　たはその家族 40 歳代の自立（ब࿑）
　にみを๊えている方など
૬談料　無料
申込み・問合せ　
　電話による事前ਃ込み
　（月曜日～金曜日 10 時から 18 時）
　メールや̨̨̣での予も可
　ちば北総地域ए者サポートステーシϣン
　 ☎ 24-7880
　　　IZTT!IPkVTPV-TaQPTVUe.KQO.PSg

　「安心して住み慣れた֗にらし続
けるために～地域をささえるための成
年ޙ見制度～」
　認知症や障がいなどでஅྗが下
したとき、財࢈管理や生活のサポート
をどうすればいいのか。成年ޙ見制度
は、そんなときに支えとなる仕組みで
す。地域の誰もが安心してらし続け
られるよう、Ұॹに学び、ߟえる機会
として講ԋ会を実施します。

日　時　６月 21 日
　　　　10 時から 12 時
受　付　９時 30 分
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階ࢹௌ֮室
参加費　無料
問合せ　̣̥̤法人市民ޙ見センター印旛
　　　　Ԭ部　☎ 090-1421-6974
　　　　　1986gPOUa!gNaJl.cPN

̒月ఆྫٞձの開࠵

ҹᏞপۚجڥॿۀࣄの
ॿۚަஂମืू

ࣗӴのืूͪ総地域एऀαϙʔτ
εςʔγϣϯのब࿑૬ஊ

҆৯༣ศہのனؒؒ࣌ଳの
૭ۀޱの休ࢭにͭいͯ

ň/10๏ਓࢢຽݟޙηϯλʔҹ
Ꮮŉ 年੍ݟޙ講演ձ
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;Ε͋いϓϥβ͔͞え

日ؗٳ月のࠓ　
　　

２日 ɺ̕日 ɺ16 日 
2� 日 ɺ�0 日 

　

日　時　６月８日 
　　　　９時から 12 時
※都合の良い時間ଳに自༝にࢀ加くだ
　さい
会　場　安食小学校体育館
対象者　家族や༑達同࢜でٿを楽し
　みたい方／経験者でٱしͿりにٿ
　をやってみたい方／上達したい方
内　༰　࿈ໍ選手によるコーν・ήーム
ち　上ཤき／ラケοト（ି出可）࣋
　　　　／飲み物
申込み　当日ݱ地にて
参加費　無料
ओ　࠵　栄町ٿ࿈ໍ

日　時　６月 14 日
　　　　９時 30 分から 11 時 30 分
会　場　竜角寺台小学校体育館
参加費　無料
定員　　ઌ着　
　　　　10 歳代から 50 歳代　10 ໊
　　　　60 歳以上　20 ໊
内　༰　ボονϟ、ϐοクルボール
ち　マスク、上ཤき、タオル、飲࣋
　　　　み物など
申込み　６月 13 日 まで
　　　　９時から 17 時までに電話にて
問合せ　生涯学習課スポーπৼ興班　
　　　　☎ 95-1112

日　時　６月 15 日 
　　　　９時から 12 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階工作室
講　師　元ஜ大ෟଐ高校講ࢣ　
　　　　൧ౢ　千ࢯ ۂ
定　員　15 ໊
参加費　500 円
۩ち　書道࣋
申込み　６月８日 まで
ओ　࠵　栄Χルνϟークラブ
問合せ　生涯学習課社会ڭ育班
　　　　☎ 95-1112

　令和８年１月 11 日 に行Θれる「栄
町ೋ十歳の集い」の企画・運営を行う
実行委員をื集します。
対象者　ฏ成 17 年４月２日からฏ成
　18 年４月１日生まれで、町内にࡏ
　住する方または町内の学校をଔ業し
　た方
ืू人員　 10 ໊（உঁΘず）
問合せ　生涯学習課社会ڭ育班
　　　　☎ 95-1112

　龍角寺において、本ଚ「ༀࢣདྷ࠱
૾」のޚ開ாにあΘせた、栄町認定文
化財ΨイドによるボランティアΨイド
がございます。օ様のごདྷ場をお待ち
しています。
日　時　６月 15 日 
　　　　10 時から 16 時※ߥఱ中止
内　༰　国指定重要文化財である「ಔ
　ༀࢣདྷ૾࠱」のޚ開ாでは、ഈ
　఼の外からごഈ؍いただけます。
　また、ഈ఼前において、文化財サポ
　ーターによる歴史Ψイドを行います。
問合せ　栄町生涯学習課文化財班
　　　　☎ 95-1112

日　時　６月 14 日雨ఱ中止
　　　　※開࠵のஅは前日 15 時
ू　合　８時　ふれプラற車場
コース　ふれプラ８時 30 分 町॥環バ
　ス車ˠҰ೭ٶਆ社ˠ大ఱਆ社ˠ
　金ൺཏਆ社ˠఱ満ٶˠ࿇常寺ˠ里
　山の道ˠڏ空ଂଚˠ௩ˠݫౡਆ社
　ˠふれプラ 12 時 30 分
定　員　事前ਃ込みによるઌ着 20 ໊
参加費　500 円 ( 保険代含Ή )
　　　　※当日収
申込ઌ　・住民活動支援センター
　　　　・ふれあいプラザさかえ૭口
　　　　　（９時から 17 時）
申込క切　６月 12 日 
ओ　࠵　のら里くら里健康ウォーキングの会
後　ԉ　栄町ڭ育委員会
問合せ　事務局　௩田　☎ 95-7247
　　　　　  UTVkada!X.eNaJl.Oe.KQ
　　　　中ᖒ　☎ 090-3406-4771

˗水あそͼをָしもう
日　時　７月 31 日 
　　　　① 10 時から 12 時
　　　　② 14 時から 16 時
場　所　竜角寺台コミϡχティホール
定　員　①②それͧれ定員 10 組
受付開始　栄町公式 LINE にて
　　　　　６月１日から
問合せ　こども家庭センター
　　　　☎ 37-7185
※各回ともに定員に達し࣍第受付終了

　　　　　˛ LINE 予

日　時　６月 28 日
　　　　14 時から 15 時 30 分まで
場　所　成田十ࣈ病Ӄアメχティ౩
　　　　２階大会議室
ςーϚ　血ӷの病気について～血ӷの
　がんについて正しく知ろう～
講　師　成田十ࣈ病Ӄ
　　　　第Ұ血ӷजᙾՊ部長
　　　　増田　ਅҰ　ࢯ
定　員　80 ໊
参加費　無料
申込・問合せ
　成田十ࣈ病Ӄ　社会課
　☎ 22-2311（内線 7508）

日　時　６月 25 日㈬
　　　　10 時 30 分から 12 時
受　付　10 時 10 分から　
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階ࢹௌ֮室
内　༰　ミχ講話、調理σモンストレ
　　　　ーシϣン、ࢼ食
対　象　町内ࡏ住者
定　員　20 ໊
参加費　無料
ち　マスク、ච記用۩、水分補給࣋
　用飲み物
申込క切　６月 18 日㈬
問合せ　健康介護課健康推進班
　　　　☎ 33-7708

ܰεϙʔπࣨڭ

ٿΛָ͠Ήूい

ྩ̓年栄ொೋेࡀのूい
࣮行ҕһΛืू

のϩϚϯݹ
Ұ೭ٶਆࣾかΒݹႢΛา͜͏

ాेࣈපӃ�ެ開݈߁講࠲

ָ͠いྴॻ講࠲

ಛผΨΠυࣉ֯ཾ

ͬͽ͌ϧʔϜ

▲ेࣈපӃ )1

৯݈ͯ߁ण໋Λ৳す！
ϑϨΠϧ༧栄ཆ講࠲
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２日 、９日 
16 日 、23 日 
30 日 

日ؗٳ月のࠓ

生
涯
学
習
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化
財
班
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‐
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１
１
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№ 304

　

ӫ
町
に

Θ
る
ϔ
ビ
の
ੲ

「
؟
助
େ
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」（
࢛
）

	

前
号
の
あ
ら
す
じ
…

れ
て
入

を
許
さ
れ
「
眼
助
」
と
い

う
ܳ
名
を
得
た
ࣣ
左
衛

。
大
ࡕ
で
の
巡
業
の
た
め
出
立
し
た

眼
助
一
行
は
、
ࣳ
居

き
の
名
主
さ
ん
の
家
に
一
൩
ധ
め
さ
せ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。


　

眼
助
は
そ
の
夜
、
十
ീ
番	

お
は
こ


の

ਉ
蔵
の
定



と
い
う
の
を
གྷ
っ
て
み
せ
ま
し
た
。
み
ん
な
は
大
変
感
心
し

て
、
ت
ん
で
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
も
更
け
た
ਅ
夜
中
の
こ
と
で
す
。
眼
助
は
か
す
か
な

Ի
の
気

に
、
ふ
と
目
を
֮
ま
し
ま
し
た
。
な
ん
と
、
眼
助
の

ו
団
の
中
に
જ
り
込
も
う
と
し
て
い
る
者
が
い
る
の
で
す
。
眼

助
は
、
あ
わ
て
て
ඈ
び
起
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ
く
よ
く
見

る
と
、
そ
れ
は
こ
の
家
の
名
主
の
່
の
お
ീ
重
さ
ん
で
し
た
。

　

གྷ
り
上
手
で
உ
前
の
眼
助
に
、
お
ീ
重
さ
ん
は
ͧ
っ
こ
ん
ࠍ

れ
込
ん
で
し
ま
い
、
み
ん
な
が
৸
੩
ま
っ
た
ਅ
夜
中
に
一
人
で

眼
助
の
部

に

ん
で
き
た
の
で
し
た
。
҉
が
り
で
も
お
ീ
重

さ
ん
の
顔
が
ਅ
っ
赤
に
な
っ
た
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
眼
助

は
、
お
ീ
重
さ
ん
の
ほ
う
へ
向
か
っ
て
座
り

す
と
「
あ
な
た

が
、
こ
う
し
て
ਅ
夜
中
に

ん
で
来
て
く
れ
た
の
は
、
大
変
有

り
難
く
خ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
が
、
実
を
申
す
と
私
は
団
十


一
座
に
ఋ
子
入
り
す
る
時
、
成
ా
山
の
不
動
明
Ԧ
に
、
ೋ
十
ޒ

歳
に
な
る
ま
で
は
ঁ
を
ઈ
対
に
๊
か
な
い
か
ら
一
人
前
の
役
者

に
し
て
下
さ
い
と
心
願
を
か
け
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
ど
う

か
そ
れ
ま
で

っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
ೋ
十
ޒ
歳
に
な
っ
た
ら

必
ず
あ
な
た
を
ܴ
え
に
き
ま
す
か
ら
」
と
諭
し
ま
し
た
。

　

そ
の
次
の
日
、
一
ॹ
に
大
ࡕ
ま
で
付
い
て
い
き
た
い
と
い
う

お
ീ
重
さ
ん
を
、
や
っ
と
な
だ
め
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
一
か
月
ば
か
り
大
ࡕ
で
公
演
を
し
て
、
明
日
は

い
よ
い
よ
千
ळ
ָ
と
い
う
日
に
、
あ
の
名
主
の
家
か
ら
ඈ
٭
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
実
は
名
主
の
່
の
お
ീ
重
さ
ん
が
、
و
方
様
に
࿀
こ
が
れ

て
、
つ
い
に
ࢮ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
お
ീ
重
さ
ん
は
、
ࢮ
͵

間
際
ま
で
限
助
、
眼
助
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
ど
う
か
و
方
様

も
野
ล
送
り
を
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
名
主
さ
ん
が
申
し
て
お

り
ま
し
た
」
と
言
う
の
で
す
。	

つ
づ
く


▲中に͓ീॏさんを前にしてඈ
ͼىきる؟助　��作ը�水ߤ�

▲のΆͬくり

˔
ݝ
民
の
日

　

６
月
15
日
㈰
の
県
民
の
日
は
、
入
場
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

【
実
ԋ
・
ల
ࣔ
・
ମ
験
】

˔
ೄ
文
ϋ
ン
λ
ー　

６
月
１
日
㈰

　

小
型
の
弓
矢
で
、
動
物
の
的
を
射
て
、
原
始
・
古
代
の
狩
を
体

験
し
ま
す
。
小
学
生
以
上
対
象
。
小
学
生
は
引
率
者
の
補
助
が
必

要
で
す
。

˔
ߕ
ႀ
ల
　ࣔ

６
月
11
日
㈬

　

武
家
屋
敷
主
屋
に
お
い
て
模
造
甲
冑
を
展
示
し
ま
す
。

˔

の
λ
Ψ
の
Ω
ー
ϗ
ϧ
μ
ー　

６
月
11
日
㈬
、
13
日
㈮
、
17
日

㈫
、
20
日
㈮
、
21
日
㈯

　

樽
の
タ
ガ
の
編
み
方
を
応
用
し
て
、
竹
ひ
ご
で
リ
ン
グ
を
作

り
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。
６
歳
以
上
対
象
。
小
学
３
年

生
以
下
は
引
率
者
の
補
助
が
必
要
で
す
。

˔
வ
Ҿ
き　

６
月
14
日
㈯
、
28
日
㈯
、
29
日
㈰

　

昔
か
ら
麻
織
物
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
苧
麻
（
ち
ょ

ま
）
と
い
う
植
物
か
ら
繊
維
を
取
り
出
す
作
業
を
実
演
し
ま
す
。

˔

の
Ά
っ
͘
Γ　

６
月
15
日
㈰

　

孟
宗
竹
を
輪
切
り
に
し
、
脇
に
孔
を
あ
け
て
太
紐
を
通
し
て
、

竹
の
ぽ
っ
く
り
を
１
組
作
り
ま
す
。
小
学
生
以
上
対
象
。
小
学
３

年
生
以
下
は
引
率
者
の
補
助
が
必
要
で
す
。

˔
ೄ
文
ᐼ
࡞
Γ　

６
月
21
日
㈯

　

縄
文
土
器
の
破
片
の
模
様
を
ク
ー
ピ
ー
ペ
ン
シ
ル
を
使
い
紙
に

写
し
取
り
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
に
挟
み
、
穴
を
開
け
て
紐
を

通
し
、
栞
を
作
り
ま
す
。
小
学
生
以
下
は
引
率
者
の
補
助
が
必
要

で
す
。

˔
ח
࡞
Γ
（
実
ԋ
）　

６
月
29
日
㈰

　

鉄
材
に
ハ
ガ
ネ
を
つ
け
て
打
ち
の
ば
し
、
鎌
を
作
り
ま
す
。

※
６
月
３
日
㈫
よ
り
、
予
約
体
験(

体
験
日
７
月
１
日
～
９
月
30

　

日)

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

★
房
総
の
む
ら
で
は
、
体
験
指
導
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま

　

す
。
私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
上

　

記
電
話
番
号
ま
で
。

▲ೄ文ハンター



23 広報さかえ

　

　

相
談
ご
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

成
田
警
察
署　

☎
27
‐
０
１
１
０

　

印
西
警
察
署　

☎
42
‐
０
１
１
０

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

※事݅・事ނの発生や気象݅などにより変更にな
　る場合がございます。
。署の地域課へおい合Θせくださいは、各警ࡉৄ※

　社会福祉協議会では、町民のみなさ
まに会員としてご加入いただき、その
会費を財ݯとして、福祉事業を実施し
ております。

ʲ主な事業ʳ
˓要介護認定者・障がいのある方を病
　Ӄなどへ送ܴする外出サポート
˓見守りがඞ要な高ྸ者ੈଳを対象と
　した給食サービス
宅で৸たきりの高ྸ者などを対象ࡏ˓
　としたࢴおΉつ݊の支給
˓日常生活でのࠔりごとに関する相談
　（ふれあい相談、 、相談࢜法書࢘ 法
　相談）
˓福祉活動を行うボランティアへのॿ  
　成など

　自࣏会などを通じて会員加入のお願
いをしております。自࣏会などに加入
されていない方でも社会福祉協議会の
૭口で加入することができます。（１
ੈ ଳ あ た り 500 円） 地 域 福 祉 活 動 の
充実をਤるため、みなさまのご理解、
ご協ྗをお願いいたします。

申込み・問合せ
　社会福祉協議会　☎ 95-1100

ふれあいプラザさかえ

12 日 ・25 日㈬ ９時 30 分から 11 時まで

５日  13 時 30 分から 15 時まで

さかͳ͓ίϛϡχςΟηϯλʔ

11 日㈬・23 日  13 時 30 分から 15 時まで

総のΉΒʢೖલʣ

18 日㈬・24 日  ９時 30 分から 11 時まで

10 日  13 時 30 分から 15 時まで

+"ҹᏞ౦部ࢧళ

30 日  10 時から 11 時 30 分まで

　屋根工事、外น・屋根ృ、চ下補強工事・シロアリ
など害ۦ除、内・設備関係など、住宅に関する工事
はさまざまあります。また、ܖ金額が高額になるケー
スが多くトラブルの解決が難しいのも特です。

事ྫ
①「近くで屋根工事をしている会社の者だがお宅の屋根
します。いݕがずれているのが見えました。無料で点נ
かがですか」などと๚を受けܖしたが解したい。
⇒๚ൢചなのでクーリング・オフの通知をൢച会社に
して解ができた。

②ネζミが出たのでۦ除して΄しいと工務店に行きܖ
したが、内นをはがさないと全にはۦ除できないとい
Θれたのでґཔした。ܖ金額は 1,000 ສ円近かった。
　しかし、10 日もしないうちにுりସえたচにネζミ
のฅを見つけた。こんなにお金をかけたのに最大の目త
が達せられない。減額してもらい他社にネζミۦ除をお
願いしたい。
⇒工務店に出向いてܖしているので、解するには
方の合意がඞ要です。話合いの場を提供し相談室で話合
いのあっせんになります。話合いがまとまらない場合は
ૌুになります。

③「給౬器の無料点ݕです」と๚され見てもらったら
してもらった。高Θれたのでަݴと「時期ですަ」
額աぎると家族の者にౖられたが代金はすでに支って
いる。
⇒支っていてもクーリング・オフ期間ならよかったの
ですがաぎていたので②と同様あっせんަবすることに
なります。
　

ѱ࣭なॅ宅リフΥーϜ事業者にごҙ下さい

よせられた善意よせられた善意
ொ
˓;るさとԠԉدෟۚ（݄̐受付分）
　ಗ໊（36 ݅） 　　　1,076,000  円

社会ٞڠࢱ会（݄̐受付分）
○Ұൠدෟۚ　
　ಗ໊（２໊）　　　　　 213,936 円

（শུܟ）

૬ஊ日࣌
10 日 ・17 日 ・24 日 

（9 ࣌ �0 ʙ 12 ࣌ �1� ʙ࣌ 15 （࣌

˔栄町ফඅ生活૬ஊһ͔ΒのϫϯポΠϯトΞυόΠス

ྩ̓年ձһืू



24令和７年６月 １日

+VOF+VOF
20252025 ̒月̒月

１ 日

２ 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

３ 火
５歳ࣇ健康査ʲP.18ʳ

４ 水

５ 
すこやかタイムʲP.19ʳ
はみがきレοスンʲP.18ʳ

６ 金
はっͽ͌ルームʲP.21ʳ

７ 土
キϟンドルナイトʲP.14ʳ

８ 日
ٿを楽しΉ集いʲP.21ʳ

９ 月
ふれプラ・ドラムの里休館日
ホοプステοプさくらん΅ʲP.19ʳ

10 火
３・４か月ೕࣇ相談ʲP.18ʳ

11 水
プνさくらん΅ʲP.19ʳ

12 

13 金

14 土
土曜開庁
ܰスポーπڭ室ʲP.21ʳ
古代のロマンҰٶਆ社から古Ⴂを歩こう̡ P.21ʳ

15 日

県民の日ドラムの里イϕントʲP.15ʳ
龍角寺特別ΨイドʲP.21ʳ
楽しいྴ書講座ʲP.21ʳ

16 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

17 火

18 水
ΘくΘくタイムʲP.19ʳ

19 
２歳ࣇ歯Պ健康査ʲP.18ʳ
２歳ࣇ歯Պ健ʲP.18ʳ

20 金

21 土
栄町消防操法大会ʲP.13ʳ
活・プレコンセプシϣンケア相談ʲP.18ʳ

22 日

23 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

24 火
アοプ 3 文ݿʲP.19ʳ
ミοキールームʲP.19ʳ

25 水
フレイル予防栄養講座̡ P.21ʳ

26 
ふれプラ・ドラムの里休館日
はっͽ͌ルームʲP.21ʳ

27 金

28 土
土曜開庁
おはなしのくにʲP.19ʳ

29 日
体ྗ調査大会ʲP.14ʳ

30 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

栄町࿕ಡไ仕会のご協ྗにより、
目の不自༝な方にԻの「報さ
かえ」をおಧけしています。
社会福祉協議会☎ 95-1100

のใ
（$%）

˔֤छ૬ஊ

৽खଓきߋೝఆޢ月のೲཁհࠓ

　要介護認定の有効期ݶが
７月末日の方は、６月２日
 からਃ請ができます。
　れずに更新ਃ請をして
ください。
健康介護課　☎ 33-7709

町・県民税・・・・・１期    
　　　
　　
　　ೲ期６　ݶ月 30 日 

　毎月第２・第４土曜日に各
種ূ明書をަ付しています。

（祝日・年末年始を除く。）
８時 30 分～ 17 時 15 分

　　税務課　☎ 33-7703
　　住民課　☎ 33-7704

土༵։ி ਓޱとੈଳ

人口 19,517 人 （�6）
உ 9,633 人 （�3）
ঁ 9,884 人 （�3）

ੈଳ数 9,361 ੈଳ （�10）

５月１日ࡏݱ（前月ൺ）

૬ஊ໊ 日　࣌ ձ　 ߹ͤ

人権・行政相談
２日 
13 時 30 分から 16 時まで

（最終受付 15 時）

役場１階
第１会議室

くらし安全課
☎ 33-7710

心の相談
（事前予）

毎ि火曜日
10 時 15 分から 12 時まで
※ 45 分で２受付

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室 いんば障害者

相談センター
☎ 99-2501σイケアクラブ

「΄っとする～」
（事前予）

６日 ・20 日 
ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

消費生活相談
10 日 ・17 日 ・24 日 
９時 30 分から 12 時まで �
13 時から 15 時まで（最終受付）

受付
役場４階
経済環境課

経済環境課
☎ 33-7713

育相談ڭ
毎ि火・金曜日
10 時から 15 時まで

ふれあいプラザ
さかえ２階
Ώうがく館

育支援センターڭ
☎ 80-1520

相談࢜法書࢘
（事前予）

11 日㈬
18 時から 19 時 30 分まで

ふれあいプラザ
さかえ２階
和室①

社会福祉協議会
☎ 95-1100

ふれあい相談
（心ごと相談）

18 日㈬
13 時から 16 時まで

役場２階
社会福祉協議会

法相談
（事前予）

26 日 
13 時 30 分から 16 時まで

役場２階
社会福祉協議会

認知症Χフェ
オレンδサロン

20 日 　
10 時 30 分から 12 時まで
※どなたでもࢀ加いただけます

ふれあいプラザ
さかえ１階
ロビー

健康介護課
☎ 33-7709

生活ځࠔ出ு相談
13 日 ・27 日 
９時 30 分から 16 時まで

役場１階
第１会議室

さかえ・しすいϫークラ
イフ・サポートセンター

☎ 043-308-6332

不動࢈相談
17 日 
10 時から 12 時まで
( 最終受付 11 時 30 分）

役場３階
第２会議室

企画財政課
☎ 33-7773

ަ通事ނ相談
（事前にお合せく

ださい）

土曜・日曜・祝日および年末年
始を除く　９時から 12 時まで
13 時から 16 時 30 分まで

千葉県庁
本庁舎２階

千葉県ަ通事ނ相談所

☎ 043-223-2264

　ۙྡのओͳٸٹපӃ
北総栄病Ӄ☎ 95-6811・成田十ࣈ病Ӄ☎ 22-2311・成田病Ӄ☎ 22-1500
日本ҩՊ大学千葉北総病Ӄ☎ 99-1111・成田里ಙऱ会病Ӄ☎ 93-1001
印西総合病Ӄ☎ 33-3000・国際ҩ療福祉大学成田病Ӄ☎ 35-5600
※療時間・療Պ目は、直病Ӄにおい合Θせください。

˔休日のٸٹɾؒྍ　ʢडؒ࣌ྍऴྃの 15 લまでʣ

　印旛ࢢ郡খࣇॳٸظපྍ所ὸ （市健康管理センター内ࠤ）043-485-3355

　ాٸපྍ所ὸ 27-1116（成田市保健福祉館ෑ地内）
ྍՊ 　ྍ　日 ྍؒ࣌

小ࣇՊ・内Պ

毎日 19 時～ 23 時

日曜日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年１月３日

10 時～ 17 時

外　Պ
日曜日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年１月３日

10 時～ 17 時

歯　Պ
祝日（日曜日は除く）・ৼସ休日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年１月３日

10 時～ 17 時

ྍՊ 　ྍ　日 ྍؒ࣌

小ࣇՊ
（15 歳以下）

月曜日～土曜日 19 時～ 23 時

日曜日・祝日
12 月 29 日～翌年１月３日

９時～ 17 時
19 時～ 23 時

˔千葉県ٸٹ安৺電話૬ஊ
　　間毎日　18 時～翌ே８時　☎ˌ （ଳ電話・プοシϡ回線ܞ）7119
　03-6810-1636（ダイヤル回線）
˔͜Ͳٸٹ電話૬ஊ
　　間毎日　19 時～翌ே８時　☎ˌ （ଳ電話・プοシϡ回線ܞ）8000
　043-242-9939（ダイヤル回線）
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